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（地域の概況） 
 

昭和 45 年頃からの⽶の減反政策により、⽶に代わる作物としてニンニク栽培に取組んできた。T 市の
多くの圃場が⿊ボク⼟で、肥沃な⼟壌を好むニンニクの⽣産性向上のために、リン酸質資材と⼤量の堆
肥を投⼊し、酸度矯正にも努めてきた。当初は基肥や⼟壌改良資材を多く⼊れるほど、⼤⽟・良品が収
穫できていた。しかし近年、根腐れや春腐れの発⽣が⾒られるようになった。そこで、その原因を探り
改善策を⽴てるために、⽣育状況の異なる圃場について、⼟壌化学分析を実施したところ、⽣育良好な
圃場と、⽣育不良圃場、腐敗多発圃場で分析結果に相違が⾒られた。 

 
（写真と⼟壌化学分析データ） 
 
①⽣育良好な圃場 

 
②⽣育不良な圃場（新規圃場に多い） 

 
 



③腐敗が多発した圃場 
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１ 地域の概況  
・岐⾩県の冬春トマト産地は平坦地における施設野菜の主⼒品⽬であり、⽣産者は単⼀品⽬による農業

経営を⾏っている。  
・かつては促成栽培（パイプハウス、１０⽉中旬定植〜６⽉下旬収穫終了）による栽培が⾏われてきた

が、気象災害や所得向上のため、現在は、抑制⻑段栽培による周年栽培（鉄⾻ハウス、８⽉下旬定植〜
７⽉上旬収穫終了）が中⼼となっている。  

・栽培開始前に太陽熱⼟壌消毒を全⽣産者が実施。  
・有機物供給として、栽培終了時に、畝間の敷きわらとトマトの残さの鋤込みを⾏っている。 
・近年は若⼿⽣産者を中⼼に、太陽熱⼟壌消毒時の⽜ふん堆肥施⽤が増えている。  
・耕起前に⼟壌改良資材及び基肥（ＮＰＫ肥料）を施⽤し、⽣育中はチューブを⽤いた液肥（ＮＰＫ肥

料）施⽤を⾏っている。 
 
２ ⼟壌化学性分析結果 

 
 



 




